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論文内容の要旨

〔目的〕

喉頭の悪性腫蕩の99%は扇平上皮癌である。しかし，喉頭癌発癌母地を問題とする場合，喉頭の上

皮は，重層扇平上皮と多列線毛上皮とが複雑に分布しているので，この両上皮の分布や扇平上皮化生が

重要な課題となってくる。今までこのような観点、から，喉頭全体を形態学的，組織学的に把握しよう

とする研究は殆ど行なわれていない。その理由は，発癌母地としての喉頭全体の上皮組織を検討する

ことが，技術的に煩雑であり，また，多数標本の検討には，おのずから限界があるからであったO

著者は，喉頭癌発癌母地を研究する目的で，喉頭全体を用いた Stell らの大染色法により，重層扇平上

皮と多列線毛上皮とを染別し，扇平上皮化生の病理組織地図を作り検討した。さらに，これらの喉頭

上皮を病理組織学的に観察したO

〔方法ならびに成績〕

研究対象として， 160の人体喉頭を用いた。その内訳は，喉頭癌のため全摘出された喉頭101 ，すなわち，

声門部癌群45，声門上部癌群56，および剖検屍より得られた非癌喉頭で肉眼的に正常と思われるもの

59 (以下，対照群と称する)であった。

1 Stell らの報告した臓器大染色法 (2 種類の方法がある)により，喉頭全体の上皮を重層扇平上皮

と多列線毛上皮に染別した。この方法は，一つは， pyronin Y により，多列上皮を赤染し，扇平上皮を

未染のまま残す方法であり，他の一つは， alcian blue および phloxine により，扇平上皮を濃いピンク

色に，多列上皮を濃青色に染める方法である。これらの方法を用い160の喉頭を染色していた結果は，

次の通りであった。
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1. 声門上部の扇平上皮化生は，殆んど化生のみられない型からほぼ全域にわたり化生した型まで

認められ，これを次の五段階に分類した。すなわち， 1 型(小児化生型)， II 型(辺縁部化生型)，田型

(島l興状化生型)，町型(高度化生型)， v型(全化生型)である。また，声門下腔の化生の型としては，

声帯と繋る連続化生と，声帯と非連続で、飛地状に化生した島醜状化生を認めた。

以上の分類にしたがって検討し次の成績を得た。

2. 対照群においては，声門上部の化生は aging とともに進展していた。 60才台で最も多い化生の

型は町型であった。

3. 声門上部癌群では 対照群や声門部癌群よりも，声門上部の化生は進展していた。この群で最

も多い化生の型はV型であったO

4. 声門部癌群では，対照群より声門上部の化生がやや進む傾向がみられた。この群で最も多い化

生の型は皿型であった。

5. 腫療の進展によって発癌母地の扇平上皮化生は進展しないことを認めた。

E さらに，これら 160の喉頭のうち対照群17. 声門部癌群12. 声門上部癌群18の計47の喉頭を病

理組織学的に検討した。各喉頭を幾つかの大ブロックに分割し，ツエロイジンまたはパラフィン包埋

のうえ連続大切片を作製し，ヘマトキシリン・エオジン重染色，エラスチカ・ワンギーソン染色，ア

ザン染色 (Heidenhain の変法)を行ない観察した。その結果は次の通りであった。

1. 前述の臓器大染色法で得ら-れた所見に一致した組織所見を得た。

2. 届平上皮と多列上皮の境界部に両上皮の中間的形態を示す上皮を認めた。

3. 喉頭蓋上半部の上皮は扇平上皮であることが多く，下半部では，多列上皮と扇平上皮が複雑に

入り雑ピっていた。声門上部の化生上皮の多くは，安定化生像を示していたO また，喉頭室は常に安

定した多列上皮であった。

4. 声帯の上皮は，肥厚した扇平上皮であり，所々に乳頭を形成していた。 ω型肥厚，柵状肥厚，

carcinoma in situ などの異形上皮ないし悪性像をみることがあったO これらの所見は声門部癌群の対

側非癌部声帯に目立ったO

5. 多列上皮の部分では， basal cell hyperplasia の傾向はみられなかった。

6. 対照群よりも声門部癌群，さらには，声門上部癌群の方が上皮の病的所見が多くみられた。た

だい声帯に関しては声門部癌群の方が病変が高度で、あった。

7. 異形上皮として 単純結節状肥厚， ω型肥厚柵状肥厚 不穏上皮を認めた。

8. 多中心性発癌を30例中 3 例 (10%) に認めた。

〔総括〕

これらの成績をもとに，著者は，喉頭の機能の面も考慮して，喉頭癌発癌母地について検討を加え

たO

その結果，声門上部癌と声門部癌では発癌要因が異っていると考えられ，声門上部癌では，声門上

部の化生が発癌のための重要な因子であると考えられた。
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論文の審査結果の要旨

喉頭の悪性腫療の99%は，扇平上皮癌であるため，喉頭における扇平上皮化生が発癌に大きく影響

すると考え，本研究では先ず Stellらの大染色法を用い，喉頭癌患者および正常者の喉頭の扇平上皮化

生の様相を検討した。化生の状態により声門上部のそれを五つの型に 声門下部のそれを二つの型に

分類した。正常者の化生は年令と共に進み，喉頭癌群では正常者よりさらに化生が進行して居り，特

に声門上部癌では声門上部の化生が著明であった。一方 喉頭癌の進展が化生を促進しているのでは

ないことも知った。

次で，喉頭上皮を光学顕微鏡的に検索し，各種の組織的異形像は扇平上皮部にのみ見出され，かっ

正常群より癌群の化生部に多く，特に声門部癌群に多く存在することを知った。また，多中心性発癌

が10% も存在することも分った。

本研究は喉頭癌発癌の今後の解明に対して，まことに興味深い成績を提供しているものと考える。

-126 




